
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
循
環
型
社
会
と
は
「
製
品
等
が
廃
棄
物
等
と
な
る

こ
と
が
抑
制
さ
れ
、
並
び
に
製
品
等
が
循
環
資
源
と

な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
適
正
に

循
環
的
な
利
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
促
進
さ
れ
、
及

び
循
環
的
な
利
用
が
行
わ
れ
な
い
循
環
資
源
に
つ
い

て
は
、
適
正
な
処
分
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
天
然
資

源
の
消
費
を
抑
制
し
、
環
境
へ
の
負
荷
が
で
き
る
限

り
低
減
さ
れ
る
社
会
」
と
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基

本
法
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
廃
棄
物
と
な
る
こ
と
を

抑
制
す
る
為
に
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
を
し
、
循

環
資
源
と
な
っ
た
場
合
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）

を
行
う
の
が
循
環
的
利
用
と
説
明
し
て
い
る
。
環
境

負
荷
を
軽
く
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
リ
ユ
ー
ス
は
リ

サ
イ
ク
ル
よ
り
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
一
人
歩
き
が
、
し
ば
し

ば
見
受
け
ら
る
。
地
域
で
行
わ
れ
る
資
源
集
団
回
収

で
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
だ
が
、
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
す
る

こ
と
が
決
ま
る
と
、
こ
れ
ま
で
ビ
ン
で
ビ
ー
ル
を
飲

ん
で
い
た
人
達
が
、
缶
ビ
ー
ル
に
変
え
よ
う
と
い
う

動
き
が
始
ま
る
。
牛
乳
も
パ
ッ
ク
が
回
収
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
牛
乳
ビ
ン
が
回
収
さ
れ
リ
ユ
ー
ス

で
き
る
こ
と
さ
え
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
現
状
で
は
、
基
本
的
コ
ン
セ
プ
ト
を
よ
く
理
解
し

な
い
ま
ま
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
叫
び
、
間
違
い
を
犯
す

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

　
古
紙
再
生
の
流
れ
は
、
図
―
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

製
紙
会
社
（
メ
ー
カ
ー
）
の
買
い
入
れ
価
格
が
低
す

ぎ
て
、
古
紙
業
者
の
売
り
上
げ
高
が
経
費
に
も
満
た

な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
古
紙
問
屋
は
「
逆
有

償
」
と
し
て
仕
入
先
の
回
収
業
者
か
ら
料
金
を
受
け

取
り
、
ま
た
、
回
収
業
者
は
、
取
引
先
か
ら
回
収
料

金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
古
紙
業
界
は
、
経
済
的
に

は
厳
し
い
中
で
も
古
紙
を
循
環
資
源
と
し
て
再
生
利

用
す
る
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
最

近
「
処
理
に
費
用
が
か
か
る
物
は
廃
棄
物
で
あ
る
」

と
い
う
考
え
方
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に
対
し
て
、

「
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
」
や
「
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
業
」
の
許
可
が
必
要
だ
、
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
て
い
る
。
古
紙
再
生
業
に
支
払
わ
れ
て
い
る
料
金

は
、
「
廃
棄
の
た
め
の
費
用
」
と
は
明
ら
か
に
異
な

り
、
現
在
、
曲
が
り
な
り
に
も
円
滑
に
行
わ
れ
て
い

る
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
業
の
経
営
を
圧
迫
す
る
恐
れ
が

強
い
。
ま
た
、
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
か
ら

も
外
れ
た
考
え
方
で
あ
る
。

排
出

②
―
廃
棄
物
と
循
環
資
源
の
分
類

　
古
紙
で
あ
っ
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
乗
せ
な

け
れ
ば
、
廃
棄
物
と
な
る
。
古
紙
を
焼
却
す
る
こ
と

は
、
循
環
型
社
会
形
成
か
ら
後
退
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
「
廃
棄
物
処
理
」
と
「
資
源
化
処
理
」
い
ず
れ
も

費
用
は
か
か
る
が
、
資
源
化
の
方
が
低
料
金
で
あ
る

こ
と
を
排
出
事
業
者
が
充
分
理
解
を
深
め
て
行
く
必

要
が
あ
る
。

②
―
分
別

　
品
目
別
に
分
け
る
こ
と
を
分
別
（
ぶ
ん
べ
つ
、
ふ

ん
べ
つ
で
は
な
い
）
と
言
う
。
分
別
方
法
が
業
者
、

製
紙
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

「
判
り
に
く
い
業
界
だ
。
」
と
の
批
判
が
あ
る
。
一
般

事
業
所
や
家
庭
で
簡
単
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
業
界
も

改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
在
、
横
浜
市
の
学
校
や
区
役
所
等
の
機
関
で
回

収
す
る
古
紙
は
「
新
聞
」
「
雑
誌
」
「
段
ボ
ー
ル
」

「
色
系
古
紙
」
「
白
系
古
紙
」
の
五
分
類
法
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
古
紙
業
界
で
は
、
古
紙
の
分
類
は
、
主

に
、
紙
質
と
色
合
い
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
横
浜

市
の
分
類
法
は
、
色
合
い
だ
け
で
紙
質
は
無
視
し
て

い
る
。
市
の
機
関
で
は
再
生
紙
し
か
使
っ
て
お
ら
ず

そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
分
類
法
に
な
る
の
は
妥
当
で

あ
る
が
、
予
め
古
紙
業
界
に
説
明
す
べ
き
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

③
―
コ
ス
ト
意
識

　
古
紙
回
収
に
は
費
用
が
か
か
る
。
そ
の
コ
ス
ト
は
、

１
―
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト

２
―
排
出

３
―
回
収
古
紙
と
は
…

４
―
加
工
・
卸
売
り

５
―
再
生

６
―
今
後
の
課
題

図―1　古紙再生コンセプト図
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東
京
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
、
横
浜
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
協
同
組
合
等
に
よ
り
料
金
が
明
示
さ
れ
て
い

る
。
か
つ
て
は
、
究
極
の
ど
ん
ぶ
り
勘
定
だ
っ
た
業

界
が
、
原
価
計
算
を
し
更
に
判
り
や
す
く
表
に
し
て

公
開
す
る
ま
で
に
成
長
し
て
き
た
。
（
表
―
１
）

　
回
収
の
際
、
時
間
が
か
か
る
よ
う
な
保
管
状
態
、

場
所
だ
と
コ
ス
ト
は
余
計
に
か
か
る
。
分
別
、
整
理
、

分
類
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
が
大
事
だ
。

回
収
古
紙
と
は
…

①
―
一
般
家
庭
古
紙

　
資
源
集
団
回
収
を
横
浜
市
で
は
奨
励
し
て
い
る
。

実
施
団
体
、
回
収
業
者
に
リ
サ
イ
ク
ル
奨
励
金
が
支

給
さ
れ
て
い
る
。
古
紙
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
現
在
、

回
収
業
者
は
こ
の
奨
励
金
が
な
け
れ
ば
営
業
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
数

ヶ
月
で
、
さ
ら
に
全
品
目
が
値
下
が
り
し
て
、
廃
業

す
る
業
者
が
出
始
め
て
い
る
。

　
集
団
回
収
と
並
び
、
大
量
の
一
般
家
庭
古
紙
を
集

め
る
方
法
に
新
聞
販
売
店
回
収
が
あ
る
。
読
者
サ
―

ビ
ス
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
「
排
出
者
で
あ
る
新

聞
社
に
処
理
責
任
が
あ
る
。
」
と
い
う
意
見
も
あ
れ

ば
「
す
べ
て
の
新
聞
社
が
行
え
る
訳
で
は
な
く
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
美
名
に
隠
れ
た
拡
販
行
為
で
あ
る
。
」

と
か
「
新
聞
だ
け
を
回
収
す
る
の
で
他
の
低
価
格
古

紙
が
残
さ
れ
集
団
回
収
に
影
響
を
与
え
て
、
ご
み
化

を
加
速
さ
せ
て
し
ま
う
。
」
と
言
う
反
対
意
見
も
あ

る
。
確
か
に
、
新
聞
社
に
対
し
排
出
者
責
任
を
求
め

る
の
で
あ
れ
ば
、
同
時
に
、
公
平
性
の
視
点
か
ら
み

て
雑
誌
・
書
籍
等
に
つ
い
て
も
、
全
出
版
社
に
も
そ

れ
を
求
め
る
べ
き
だ
。
販
売
店
回
収
は
横
浜
市
を
は

じ
め
首
都
圏
で
盛
ん
だ
が
、
隣
の
横
須
賀
市
や
地
方

で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
集
団
回
収
や
、
販
売
店
回
収
が
盛
ん
で
な
い
都
市

で
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、
古
紙
の
分
別
収
集
。
行
政

主
導
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
「
行
政
回
収
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。
東
京
都
の
豊
島
区
以
外
の
二
十
二
区

で
行
わ
れ
て
い
る
「
東
京
ル
―
ル
１
」
（
注
）
は
注

目
さ
れ
て
い
る
。

②
―
事
業
系
一
般
古
紙

　
一
向
に
減
ら
な
い
事
業
系
ご
み
の
対
策
と
し
て
、

事
業
所
の
オ
フ
ィ
ス
古
紙
回
収
は
、
更
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
業
者
に
よ
っ
て
、
分
別
基
準
が
違
っ
た

り
、
禁
忌
品
（
本
来
再
生
利
用
不
能
な
物
）
を
含
む

ミ
ッ
ク
ス
ペ
―
パ
―
へ
の
対
応
が
違
う
の
で
、
個
々

に
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
だ
。
業
界
に
は
、

対
応
を
広
げ
た
上
で
、
統
一
化
の
努
力
が
求
め
ら
れ

る
と
思
う
。

③
―
そ
の
他

　
段
ボ
―
ル
は
、
家
庭
、
事
業
所
か
ら
排
出
す
る
が

梱
包
材
と
し
て
使
わ
れ
た
後
、
排
出
さ
れ
る
。
ご
み

の
容
器
と
し
て
使
わ
れ
た
り
す
る
の
で
回
収
率
は
高

く
な
い
。

　
牛
乳
パ
ッ
ク
は
一
般
家
庭
古
紙
で
あ
る
。
繊
維
が

長
い
の
で
、
古
紙
と
し
て
は
非
常
に
良
質
で
流
通
さ

せ
や
す
い
商
品
で
あ
る
。
市
民
が
手
間
を
か
け
、
ご

み
を
減
ら
し
た
貴
重
な
産
物
で
あ
る
。

　
印
刷
、
製
本
、
紙
加
工
等
の
工
場
か
ら
発
生
す
る

古
紙
を
、
回
収
古
紙
に
対
し
て
産
業
古
紙
と
呼
ぶ
。

加
工
・
卸
売
り

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
⑥
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
動
向

　
市
内
に
は
、
古
紙
の
卸
売
業
を
営
む
古
紙
問
屋
（
デ

ィ
―
ラ
―
）
が
各
区
に
散
在
し
て
い
る
。
主
に
回
収

古
紙
を
取
り
扱
う
業
者
が
「
横
浜
市
デ
ィ
ー
ラ
―
連

絡
協
議
会
」
を
組
織
し
て
い
る
。
環
境
事
業
局
減
量

推
進
課
と
の
会
議
で
、
各
問
屋
の
ヤ
―
ド
を
利
用
し

て
、
月
一
～
二
回
の
セ
ン
タ
―
リ
サ
イ
ク
ル
が
実
現

に
向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
（
表
―
２
）

　
一
ヤ
―
ド
の
取
扱
量
は
標
準
で
千
～
二
千
ｔ
／
一

ヶ
月
、
デ
ィ
―
ラ
―
会
の
メ
ン
バ
―
の
ヤ
―
ド
が
二

十
二
ヶ
所
あ
り
年
間
二
十
六
万
ｔ
取
り
扱
っ
て
い

る
。
集
団
回
収
の
実
績
が
約
十
万
ｔ
。
残
り
は
事
業

系
古
紙
、
産
業
古
紙
、
販
売
店
回
収
等
で
あ
る
。
機

械
設
備
等
で
は
、
各
ヤ
―
ド
に
現
状
の
平
均
二
倍
位

の
受
け
入
れ
余
力
が
あ
り
、
今
後
市
内
で
発
生
す
る

古
紙
が
三
十
万
ｔ
程
度
増
え
て
も
受
け
入
れ
る
能
力

を
保
有
し
て
い
る
。
小
規
模
の
都
市
で
、
市
内
に
問

屋
が
な
い
場
合
等
に
、
直
営
や
そ
れ
に
近
い
形
の
古

紙
ヤ
―
ド
の
運
営
を
し
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
こ
れ

だ
け
の
規
模
の
民
間
施
設
は
有
効
利
用
し
て
い
く
べ

き
だ
。

②
―
問
屋
の
役
割

　
古
紙
回
収
業
者
や
廃
棄
物
業
者
か
ら
古
紙
を
受
け

い
れ
、
不
純
物
、
不
良
品
を
取
り
除
き
、
品
目
別
に

梱
包
す
る
。
梱
包
し
た
古
紙
を
メ
―
カ
―
に
出
荷
す

る
他
に
、
受
給
の
変
化
が
激
し
い
商
品
な
の
で
余
剰

時
の
備
蓄
も
役
割
で
あ
る
。

　
製
紙
メ
―
カ
―
か
ら
の
支
払
い
は
手
形
で
、
回
収

業
者
へ
は
現
金
で
支
払
う
慣
習
の
業
界
に
あ
っ
て
、

問
屋
は
金
融
機
能
も
果
た
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
回
収
業
者
か
ら
受
け
入
れ
る
際
の
計
量
は
、
ト
ラ

ッ
ク
ス
ケ
―
ル
で
、
車
両
に
品
物
を
載
せ
た
ま
ま
行

う
。
取
引
重
量
の
証
明
書
は
、
回
収
業
者
が
市
へ
の

表―１　2t車積算根拠
（
注
）
週
三
日
の
ご
み
の
収
集
を
二
日
に
減
ら
し
一

日
を
古
紙
回
収
に
あ
て
て
い
る
。

＊
関
連
ホ
―
ム
ペ
―
ジ
　
ア
ド
レ
ス

古
紙
再
生
促
進
セ
ン
タ
―
h
t
t
p

/
w
w
w
.p
r
p
c
.
o
r
.
j
p

リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
（
横
浜
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
協
同
組
合
）
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
r
e
c
y
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l
e
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e
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i
g
n
.
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p

こ
づ
か
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式
会
社
（
筆
者
代
表
）
h
t
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:
/
/
w
w
w
.
k
o
d
u
k
a
.

c
o
.
j
p

45●

①
―
市
内
の
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紙
問
屋
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奨
励
金
申
請
の
際
や
、
回
収
先
へ
の
請
求
明
細
等
と

し
て
添
付
す
る
重
要
な
伝
票
と
し
て
発
行
し
て
い

る
。
目
立
た
な
い
事
だ
が
、
最
も
重
要
な
役
割
だ
。

③
―
輸
出

　
最
近
の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
気
運
は
、
古
紙
の
回
収

率
を
高
め
、
回
収
量
の
増
大
は
備
蓄
の
点
で
は
、
問

屋
の
能
力
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
現
在
、
古
紙

は
大
量
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
価
格
の
低
い
海
外
へ

の
輸
出
は
、
問
屋
に
と
っ
て
は
赤
字
で
あ
る
。
第
四

次
産
業
の
背
負
う
難
題
が
こ
こ
に
あ
る
。
「
売
れ
る

分
だ
け
し
か
仕
入
れ
な
い
。
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

今
後
も
こ
の
出
血
輸
出
は
続
け
て
行
く
の
が
社
会
要

請
だ
。
し
か
し
、
設
備
や
規
模
の
面
で
輸
出
用
コ
ン

テ
ナ
へ
の
積
み
込
み
が
出
来
な
い
ヤ
ー
ド
も
あ
る
。

国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
、
こ
れ
か
ら
買
い
の
手
を
挙
げ

て
来
る
、
隠
れ
九
大
き
な
市
場
が
残
っ
て
い
る
。
途

上
国
に
お
い
て
は
、
紙
の
需
要
が
こ
れ
か
ら
も
伸
び

て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
輸
出
を
し
て
古
紙
の

需
要
先
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
（
表
―
３
）

再
生

①
―
主
な
再
生
需
要

　
新
聞
か
ら
は
新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
か
ら
は
段
ボ
ー

ル
原
紙
、
雑
誌
か
ら
は
板
紙
（
段
ボ
ー
ル
や
ボ
ー
ル

紙
）
が
代
表
的
な
再
生
品
。
白
系
古
紙
や
色
系
古
紙

は
上
質
紙
が
多
く
含
ま
れ
れ
ば
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
原
料
に
な
り
、
中
質
紙
以
下
の
物
（
再
生
紙
）

が
多
け
れ
ば
雑
紙
と
し
て
雑
誌
に
混
ぜ
ら
れ
板
紙
の

原
料
と
な
っ
て
い
く
。
「
国
や
地
方
自
治
体
で
は
再

生
品
を
優
先
し
て
使
用
す
る
」
と
い
う
グ
リ
ー
ン
購

入
法
が
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
気
を
つ
け
て
見
る

と
再
生
品
に
切
り
替
え
が
済
ん
で
い
な
い
物
は
ま
だ

ま
だ
あ
る
。

②
―
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル

　
自
社
で
排
出
し
た
古
紙
の
再
生
品
は
自
社
で
使

う
。
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
自
ら
排

出
し
た
循
環
資
源
を
再
生
品
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
最
終
処
理
を
確
認
が
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
帳
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
紙

コ
ッ
プ
、
鉄
道
の
切
符
、
高
速
道
路
の
通
行
券
等
で

大
量
発
生
す
る
物
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

③
―
新
規
用
途

　
古
紙
の
回
収
率
が
上
が
り
、
余
剰
が
慢
性
化
し
て

い
る
。
新
た
な
需
要
を
求
め
、
脱
臭
剤
、
緩
衝
材
、

家
畜
用
敷
き
藁
、
木
材
代
替
品
と
な
り
建
築
材
料
、

様
々
な
研
究
が
さ
れ
て
い
る
。
（
古
紙
再
生
促
進
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

今
後
の
課
題

①
―
行
政
と
業
界
の
連
携

　
業
界
か
ら
品
名
、
禁
忌
品
等
の
業
界
事
情
の
変
化

等
の
情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。
行
政
側
か
ら

は
分
類
の
基
準
の
統
一
等
を
業
界
に
要
請
す
る
。
一

般
市
民
や
事
業
者
が
判
り
や
す
い
情
報
を
提
供
し
て

い
く
。
Ｉ
Ｔ
も
活
用
し
、
相
互
に
積
極
的
に
正
し
い

情
報
を
流
し
て
い
く
べ
き
だ
。

②
―
回
収
業
者
支
援

　
自
治
体
と
社
会
に
と
っ
て
、
全
て
の
方
策
の
中
で

最
も
低
コ
ス
ト
の
集
団
回
収
は
継
続
す
べ
き
だ
。
一

方
で
、
現
在
採
算
の
と
れ
て
い
る
業
者
は
い
な
い
。

低
コ
ス
ト
の
集
団
回
収
制
度
を
継
続
す
る
為
に
は
集

団
回
収
業
者
の
採
算
を
維
持
で
き
る
制
度
の
確
立
が

必
須
で
あ
る
。
社
会
が
費
用
を
分
担
す
る
制
度
、
そ

の
一
例
と
し
て
奨
励
金
の
増
額
等
が
必
要
と
さ
れ
る

所
以
で
あ
る
。

③
―
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
活
用

　
横
浜
市
内
の
問
屋
は
、
国
際
商
品
と
な
っ
た
古
紙

を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
余

剰
時
の
緊
急
避
難
的
輸
出
を
繰
り
返
す
だ
け
で
は
不

安
が
残
る
。
横
浜
市
の
特
色
を
生
か
し
た
共
同
輸
出

基
地
な
ど
を
将
来
に
向
け
整
備
す
べ
き
だ
。
ま
た
、

最
大
の
市
場
、
中
国
へ
の
輸
出
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
進
ん
で
い
な
い
。
横
浜
市
の
姉
妹
都
市
「
上
海
」

へ
の
古
紙
の
供
給
を
協
力
し
て
実
現
で
き
れ
ば
、
両

市
の
友
好
関
係
に
も
効
果
が
上
げ
ら
れ
る
。

④
―
積
極
的
な
再
生
紙
の
利
用

　
再
生
紙
は
低
価
格
で
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
。
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
、
か
つ
て
は
白

色
度
の
基
準
が
あ
っ
た
が
現
在
は
な
く
な
っ
て
い

る
。
製
造
メ
ー
カ
ー
の
意
識
改
革
も
進
ん
で
い
る
。

こ
こ
数
年
、
輸
入
コ
ピ
ー
用
紙
が
、
海
外
メ
ー
カ
ー

の
投
げ
売
り
低
価
格
に
よ
っ
て
日
本
の
市
場
で
急
増

し
て
い
る
。
こ
れ
は
バ
ー
ジ
ン
パ
ル
プ
製
物
で
あ
る
。

　
出
口
の
強
化
を
せ
ず
に
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
自
分
が
使
用
し
不
要
に
な

っ
た
物
が
形
を
変
え
て
で
き
た
製
品
を
、
自
分
の
手

で
再
利
用
す
る
事
が
、
循
環
型
社
会
に
生
き
て
い
く

我
々
の
責
務
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Λ
横
浜
市
古
紙
デ
ィ
上
フ
ー
連
絡
協
議
会
メ
ン
バ
ー
、

こ
づ
か
株
式
会
社
社
長
Ｖ

表―2　センターリサイクルの受け入れ予定の
　　　横浜市ディーラー連絡協議会メンバー
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表―3　古紙輸出通関実績推移

６

５
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